
連載

『ほおずき市』  昭和48.7.9

その日にお参りすれば四万六千日分、およそ人の一生分に相当する
ご利益が得られるという功徳日の７月９日、10日に、浅草寺境内に約
100軒のほおずきを売る露店が立ち並びます。その実を水で丸飲みす
れば病気が治るという民間信仰のあったほおずき。鉢に添えられた風
鈴が涼をさそい、江戸の夏の風物詩となっています。撮影　髙相嘉男氏

上
野
の
世
界
遺
産
は
こ
の
人
か
ら
始
ま
る

※今回の写真は、中央図書館で閲覧できるほか中央図書館ホームページでも公開して
います。ぜひご覧ください。
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二
○
一
六
年（
平
成
二
十
八
年
）
七
月
十
七

日
、
日
本
に
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま

し
た
。
特
に
台
東
区
の
人
た
ち
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。
国
立
西
洋
美
術
館
を
含
む
七
か

国
十
七
資
産
で
構
成
さ
れ
る「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
建
築
作
品
」が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
上
野

公
園
に
あ
る
国
立
西
洋
美
術
館
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
正
門
を
入
る
と
す
ぐ
に
目
に
付
く
の
が
、

有
名
な
彫
刻
家　

ロ
ダ
ン
の「
考
え
る
人
」
や

「
地
獄
の
門
」「
カ
レ
ー
の
市
民
」の
彫
刻
で
す
。

美
術
館
の
中
に
入
る
と
、
モ
ネ
や
ミ
レ
ー
、
ル

ノ
ワ
ー
ル
な
ど
、
世
界
的
に
有
名
な
人
の
作
品

が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
作
品
が
、
ど
う
し
て
こ
の
美
術
館
に
揃
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
世
界

的
に
有
名
な
建
築
家
が
設
計
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
一
人
の
日
本
人
の
熱
い
思
い
と

長
い
時
間
を
か
け
た
活
動
、
そ
し
て
多
く
の

人
々
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
美
術
品
は
、
一
人
の
日
本
人
が
買

い
集
め
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
人
の
名
前
は
、

松
方
幸
次
郎
と
い
い
ま
す
。
幸
次
郎
は
、
川
崎

造
船
所（
現
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
）と
い
う
大

き
な
会
社
の
経
営
者
で
、
日
本
で
も
一
、二
を
争

う
資
産
家
で
し
た
。
幸
次
郎
は
、
美
術
品
の
収

集
家
で
、
芸
術
の
価
値
を
理
解
し
作
品
を
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
美
術
に
く
わ
し

か
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
絵
を
描

く
訳
で
も
な
く
、
趣
味
が
美
術
鑑
賞
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
て
、多
額
の
お
金
を
使
っ

て
美
術
品
を
集
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
幸
次
郎
の
生
き
方
に
関
係
が
あ
り
ま

す
。
幸
次
郎
は
一
八
六
五
年（
慶
応
元
年
）に
鹿

児
島
で
生
ま
れ
ま
す
。
東
京
帝
国
大
学(

現
在
の

東
京
大
学)

を
中
退
し
、
一
八
九
○
年（
明
治

二
十
三
年
）ま
で
の
六
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
ま
し
た
。
留
学
が
と
て
も
珍
し
く
困
難
だ
っ

た
時
代
に
、
六
年
と
い
う
長
い
間
、
海
外
で
勉

強
を
し
た
の
で
す
。
留
学
の
最
後
の
頃
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
川

崎
造
船
所
と
い
う
父
親
の
友
人
の
会
社
で
社
長

に
な
り
、
経
営
手
腕
を
発
揮
し
て
、
日
本
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
会
社
に
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

　

幸
次
郎
は
仕
事
で
海
外
に
出
か
け
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
、
欧
米
の
人
た
ち
が
文
化
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
、
人
間
に
と
っ

て
文
化
が
と
て
も
大
事
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
の
日
本

人
と
し
て
、
欧
米
と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
文
化

を
向
上
さ
せ
た
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
た
の
が
美

術
品
で
し
た
。
日
本
の
文
化
を
担
っ
て
い
く
、

美
術
を
学
ぶ
学
生
た
ち
は
、
留
学
に
お
金
が
か

か
る
た
め
、
欧
米
に
出
か
け
て
有
名
な
画
家
た

ち
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
幸
次
郎
は
、
ま
ず
有
名
な
美
術
家
た
ち

の
作
品
を
た
く
さ
ん
購
入
し
、
そ
れ
を
日
本
で

展
示
し
て
学
生
た
ち
に
見
せ
、
文
化
の
向
上
に

役
立
て
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
美
術
品
を
購
入
し
た
の
は
画

学
生
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
の
国
民
に
、
本
物
の
芸
術
を
見
せ
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
し
た
。
社
会
全
体
が
貧
し
い
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
国
民
が
教
養
と
し
て
美
術
品

に
ふ
れ
、
高
い
文
化
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

た
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、資
産
を
持
っ

た
幸
次
郎
は
、
自
分
が
日
本
と
い
う
国
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
美
術
品
の
購
入
に
踏

み
切
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
集
め
た
美
術
品
の
中
に
、
八
千
点

を
超
え
る
浮
世
絵
が
あ
り
ま
す
。
浮
世
絵
は
日

本
で
は
大
衆
の
安
い
美
術
品
で
し
た
。
輸
出
す

る
陶
器
の
包
み
紙
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の

が
、
西
洋
人
の
眼
に
触
れ
て
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
美
術
品
だ
と
、
高
い
評
価
を
得
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
ネ
を
は

じ
め
と
し
た
画
家
た
ち
の
作
品
に
強
い
影
響
を

与
え
た
の
で
す
。
幸
次
郎
は
、
浮
世
絵
の
芸
術

と
し
て
の
価
値
を
海
外
の
芸
術
家
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
、
国
外
に
流
出
し
た
浮
世
絵
を
買
い
戻

し
た
の
で
す
。

お
問
合
せ
先
：
教
育
支
援
館

☎
５
２
４
６−

５
９
２
１

子
供
に
聞
か
せ
た
い
、

こ
ん
な
話

連
載

こ
こ
ろ
ざ
し
高
く

そ
の
28

【
出
　
　
典
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火
輪
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海
　
松
方
幸
次
郎
と
そ
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時
代
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新
装
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〇
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【
監
　
　
修
】　
国
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洋
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館

※
出
典
を
参
考
文
献
と
し
て
文
章
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
一
～
三
年
生
用
こ
こ
ろ
ざ
し
教
育
副
読
本
に
掲
載

◆ 中央図書館の催し物 ◆

郷土・資料調査室　企画展　「浅草仲見世」
　日本で最も古い商店街のひとつである浅草仲見世は、浅草
寺とともに繁栄し、台東区に賑わいをもたらしてきました。現
在では東側に54店、西側に35店の合計89店の店舗が営業し
ており、参道を行く人を楽しませています。
　本企画展では、台東区立中央図書館で所蔵している浮世絵
や地図、写真等の貴重資料から仲見世の歴史をご紹介します。
▶期間	：	9月20日（金曜日）～12月15日（日曜日）

●企画展に関連して、イベントも開催いたします。
●トーク・イベント
▶内容	：	浅草に精通した講師がそれぞれの視点から
	 	 	 仲見世を語ります。
▶日時	：	①10月6日（日曜日）午後2時～3時30分
	 	 	 ②12月8日（日曜日）午後2時～3時30分
▶講師	：	①塩入亮乗氏（浅草寺法善院住職）
	 	 	 ②冨士滋美氏（仲見世商店街振興組合理事長
	 	 	・浅草観光連盟会長）
▶会場	：	台東区生涯学習センター301研修室 
▶定員	：	90名 
▶申込	：	往復はがき（1人1枚）に「トークイベント」と
	 	 	 記載し、開催日時・氏名・住所・電話番号を
	 	 	 ご記入のうえ、上記へ送付。または、台東区
	 	 	 立図書館ホームページから申込み。

●専門員によるギャラリー・トーク
▶内容	：	展示の見どころを展示会
	 	 	 場で解説。
▶日時	：11月10日（日曜日）
	 	 	 午後4時15分～4時45分 
▶会場	：	台東区立中央図書館
	 	 	 2階郷土・資料調査室  
▶定員	：	先着20名 
▶申込	：	事前に直接来館の上申込み。
	 	 	 または、電話での申込み。

中央図書館では、企画展を開催しています。ぜひ期間中に図書館に足をお運びください。
▶場　　所	：	台東区立中央図書館（台東区西浅草3－25－16）　２階　郷土・資料調査室内　ゆかりの文学コーナー
▶開館時間	：	月～土曜日　午前9時～午後8時　日曜日・祝日　午前9時～午後5時
▶休 館 日	：	毎月第3木曜日
お問合せ先：中央図書館郷土担当　☎5246－5911

郷土・資料調査室　企画展　「日記が語る台東区6　江戸の旅日記を読む」
　「日記が語る台東区」シリーズその６として江戸時代の旅日記をとりあげます。
　江戸時代、多くの人びとが全国から台東区の上野・浅草という観光地を訪れました。また、江戸に住む人びとも、花や功徳を求
めて寺社をめぐる小旅行を行っていました。
　本企画展では、江戸時代の旅に注目し、彼らが台東区の地域をどのように旅したのかを旅日記や地誌から明らかにします。
▶期　　間	：	6月21日（金曜日）～ 9月16日（月曜日・祝日）

●専門員によるギャラリー・トーク
▶内容	：	展示品の見どころを直接展示会場で解説。 
▶日時	：	8月18日（日曜日）午後4時15分～4時45分（予定） 
▶会場	：	台東区立中央図書館　2階郷土・資料調査室 
▶定員	：	先着20名 
▶申込	：	事前に直接来館の上申込み。または、電話での申込み。

●企画展に関連して、専門員によるイベントも開催いたします。
●専門員によるスライド・トーク
▶内容	：	展示品の見どころをスライドで解説。 
▶日時	：	9月15日（日曜日）午後2時～3時 
▶会場	：	台東区生涯学習センター　504教育研修室  
▶定員	：	先着50名 
▶申込	：	不要

「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
開
催
中

　
「
国
立
西
洋
美
術
館
開
館
六
十
周
年
記
念　

松
方

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】六
月
十
一
日（
火
曜
日
）～
九
月
二
十
三
日

（
月
曜
日
・
祝
日
）

【
会
場
】国
立
西
洋
美
術
館

　

詳
細
は
国
立
西
洋
美
術
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※詳細は台東区立図書館ホームペー
ジでご確認ください。


